
書

評

佐
藤
　
長
著

『
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
地
理
研
究
』若

　
松

寛

　
本
書
は
、
名
著
『
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』
の
著
者
佐
藤
軽
躁
が
近
年
も

っ
と
も
精
力
を
注
い
で
お
ら
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
地
理
研
究
に
関
し
て
放

っ
た
第
一
弾
で
あ
る
。
著
録
は
、
今
を
去
る
約
二
十
年
前
、
　
『
古
代
チ
ベ
ッ

ト
史
研
究
』
を
上
梓
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ
の
研
究
対
象
を
古
代
王
国
崩
壊
以

後
、
近
世
ダ
ラ
イ
ラ
マ
政
権
成
立
前
後
に
至
る
、
主
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
中
世

史
に
求
め
ら
れ
、
幾
多
の
名
篇
力
作
を
撚
に
問
わ
れ
た
。
次
い
で
著
者
は
、

今
回
見
事
に
結
実
し
た
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
地
理
研
究
に
眼
を
転
ぜ
ら
れ
た
が
、

こ
れ
に
関
す
る
最
初
の
成
果
は
、
昭
和
五
十
年
発
表
の
「
霊
代
青
海
東
灘
の

諸
城
塞
に
つ
い
て
一
『
玉
樹
県
志
稿
』
の
紹
介
を
兼
ね
て
一
」
（
『
史
林
』
第

五
八
巻
五
号
）
（
本
書
、
第
二
章
第
一
節
所
収
）
で
あ
ろ
う
。
爾
来
今
日
に

至
る
か
く
も
短
日
月
の
内
に
こ
の
よ
う
な
結
露
を
世
に
問
わ
れ
た
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
驚
嘆
の
他
は
な
い
。
本
書
に
は
、
こ
の
間
に
発
表
さ
れ
た
既
往
の

諸
論
考
に
つ
い
て
は
、
補
訂
を
加
え
て
収
録
す
る
と
と
も
に
、
分
量
的
に
は

こ
れ
を
は
る
か
に
上
廻
る
、
新
に
書
き
下
し
た
論
考
を
も
加
え
て
、
全
体
に

体
系
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
構
成
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

序凡
例

略
語
表

前
言

第
一
章
　
清
代
に
お
け
る
青
海
・
ラ
サ
問
の
道
程

　
第
一
節
　
清
代
の
官
道
（
一
）
ー
ラ
サ
・
ド
ロ
ン
バ
ー
ト
ル
間
－

　
第
二
節
　
清
代
の
官
道
（
二
）
ー
ド
ロ
ン
バ
ー
ト
ル
・
西
寧
間
一

　
第
三
節
第
三
代
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
の
往
路

　
第
四
節
　
第
五
代
・
第
七
代
両
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
往
路

　
第
五
節
第
三
代
パ
ン
チ
ェ
ン
・
第
五
代
ダ
ラ
イ
両
ラ
マ
の
帰
路

第
二
章
唐
代
に
お
け
る
青
海
・
ラ
サ
問
の
道
程

　
第
一
節
　
青
海
東
駅
の
諸
城
塞
の
位
置
一
玉
樹
遺
志
稿
の
紹
介
を
兼
ね

　
　
　
　
　
て
一

　
第
二
節
　
黄
河
上
流
の
諸
誠
塞
の
位
澱
i
「
河
西
九
曲
の
地
」
問
題
を

　
　
　
　
　
中
心
と
し
て
一

　
第
三
節
　
青
海
・
ラ
サ
聞
の
道
程

　
第
四
節
　
ラ
サ
・
イ
ン
ド
問
の
道
程
i
「
吐
蕃
」
・
「
羊
同
」
な
ど
の
名

　
　
　
　
　
称
を
中
心
と
し
て
－

第
三
章
　
吐
谷
渾
に
お
け
る
諸
根
拠
地

　
第
一
節
　
大
島
河
流
域
の
歴
史
地
理
的
考
察
一
水
経
注
の
記
述
を
中
心
、

　
　
　
　
　
と
し
て
1

　
第
二
節
　
吐
谷
渾
の
根
拠
地

　
第
三
節
　
唐
の
万
富
の
対
吐
谷
渾
作
戦
路

　
第
四
節
　
階
の
賜
帝
の
吐
谷
渾
征
討
路

第
四
章
　
漢
代
に
お
け
る
三
族
の
活
動
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第
一
節
　
後
漢
代
に
お
け
る
莞
族
の
活
動
（
一
）
i
焼
当
発
の
反
乱
を
中

　
　
　
　
　
』
と
し
て
一

　
第
二
節
　
後
漢
代
に
お
け
る
莞
族
の
活
動
（
二
）
1
先
比
量
・
東
西
莞
の

　
　
　
　
　
反
乱
を
中
心
と
し
て
一

　
第
三
節
　
莞
族
の
来
源
と
前
漢
代
に
お
け
る
そ
の
活
動

　
第
四
節
　
趙
充
国
及
び
鴻
救
世
の
対
莞
作
戦

第
五
章
　
古
代
王
圏
成
立
前
後
の
チ
ベ
ッ
ト
情
勢

　
第
一
節
　
入
事
細
道
に
沿
う
諸
族
と
中
央
チ
ベ
ッ
ト
の
五
言

　
第
二
節
　
主
と
し
て
中
央
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
地
方
支
配
者
区
域
と
千

　
　
　
　
　
人
隊

　
第
三
節
　
古
代
統
一
王
国
以
前
の
諸
種
族
・
小
王
国

　
第
四
節
　
ツ
ァ
ソ
と
ポ
ェ
の
地
理
的
範
囲

結
言

　
索
引

　
英
文
概
要
・
目
次

付
図第

一
図

第
二
譜

第
三
図

第
四
図

第
五
図

嚢
塾
図

第
七
図

清
代
西
嵩
置
ラ
サ
間
道
程

青
海
東
辺
地
区
略
図

能
代
西
寧
・
ラ
サ
・
イ
ン
ド
間
の
道
程

大
臣
河
流
域
略
図

吐
谷
渾
関
係
略
図

今
代
諸
韓
族
略
図

古
代
チ
ベ
ッ
ト
王
国
千
人
隊
所
在
図

本
薔
の
内
容
と
著
者
の
既
発
表
の
論
考
と
の
関
係
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
二
乱
吟
一
節
は
、
前
述
の
通
り
。
同
じ
く
第
二
節
は
、
　
「
河
西
九
曲
の
地

に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
学
報
』
第
五
七
巻
一
・
二
号
、
昭
和
五
十
一
年
）
、
同

じ
く
第
三
節
は
、
　
「
上
代
に
お
け
る
青
海
・
ラ
サ
間
の
道
程
」
（
『
東
洋
史
研

究
』
第
三
四
巻
一
号
、
昭
和
五
十
年
）
、
及
び
そ
の
英
訳
、
．
8
財
。
甥
○
暮
。

マ
。
ヨ
囚
。
園
。
β
o
藍
汁
。
ピ
げ
霧
ρ
α
鐸
凪
貯
σ
q
芸
。
日
、
9
障
σ
Q
勺
Φ
ユ
○
鳥
”
”
瓜
ら
ミ

鼠
無
ミ
母
3
く
O
ピ
ト
o
P
日
。
園
団
。
叢
り
胡
．
同
じ
く
第
四
節
は
、
「
「
吐
蕃
」
・
「
羊
間
」

な
ど
の
名
称
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
三
五
巻
一
号
、
昭
和
五
十
一

年
）
、
第
三
章
第
一
節
は
、
「
『
水
経
注
』
に
あ
ら
わ
れ
た
大
夏
河
に
つ
い
て
」

（『

}
騰
史
学
』
第
三
・
四
合
併
号
、
森
鹿
三
博
士
順
寿
記
念
特
集
号
、
一
九

七
七
年
。
同
単
行
本
、
同
朋
舎
、
一
九
七
七
年
）
、
同
じ
く
第
四
節
は
、
「
階

の
揚
帝
の
吐
谷
渾
征
討
路
に
つ
い
て
」
（
『
江
上
波
夫
教
授
古
稀
記
念
論
集
、

歴
史
篇
』
山
川
出
版
社
、
昭
和
五
十
二
年
）
。
こ
の
よ
う
に
、
既
往
の
諸
論

考
を
骨
子
と
し
て
若
干
の
補
訂
を
加
え
て
成
っ
た
章
節
を
除
い
て
、
他
の
章

節
は
す
べ
て
新
し
く
書
き
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
本
書
の
内
容
の
概
略
を
順
を
追
っ
て
紹
介
す
る
。

　
第
一
章
で
は
、
清
代
に
お
け
る
青
海
・
ラ
サ
間
の
道
程
を
解
堕
す
る
た
め

に
、
ま
ず
清
代
の
中
国
文
献
（
『
三
蔵
図
識
』
・
『
西
蔵
誌
』
・
『
西
翠
府
新
志
』
）

に
記
載
せ
ら
れ
た
宮
道
を
克
明
に
地
図
上
に
再
現
し
、
そ
れ
を
下
図
と
し
て
、

側
道
、
即
ち
一
七
七
九
（
乾
隆
四
十
四
）
年
の
第
三
代
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
の

北
京
訪
問
旅
行
晴
の
道
程
を
決
定
し
、
次
い
で
、
そ
れ
ら
の
道
程
を
基
礎
と

し
て
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
（
＝
ハ
五
二
年
北
京
訪
問
）
及
び
第
七
代
ダ
ラ

イ
ラ
マ
（
一
七
二
〇
年
ク
ソ
ブ
ム
か
ら
ラ
サ
へ
旅
行
）
の
ル
ー
ト
が
決
定
さ

れ
て
い
る
。
、
こ
う
し
た
研
究
は
、
も
と
は
と
言
え
ば
、
本
書
の
羅
的
が
、

「
古
代
王
国
之
中
国
と
の
交
通
路
を
明
か
に
し
価
古
代
王
国
成
立
前
後
の
諸
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族
の
位
置
を
確
定
し
、
王
国
内
部
に
お
け
る
各
部
族
の
得
意
を
も
明
確
化
す

る
こ
と
で
あ
る
。
」
（
二
頁
）
た
め
で
あ
り
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

第
一
段
階
と
し
て
、
現
代
に
近
い
清
代
の
青
海
・
ラ
サ
間
の
道
程
が
選
ば
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
道
程
に
沿
う
百
余
の
地
名
を
逐
一
綿
密

に
考
証
し
て
決
定
し
、
詳
密
な
地
図
を
作
成
さ
れ
た
上
、
各
ル
…
ト
の
帯
び

る
性
格
・
意
義
を
も
明
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
特
に
印
象
的
で
あ
る
こ
と

は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
に
つ
い
て
は
今
更
欝
う
ま
で
も
な
い
が
、
著
者
の
モ
ン
ゴ

ル
語
へ
の
深
い
造
詣
で
あ
る
。
ル
ー
ト
に
沿
う
地
方
は
モ
ン
ゴ
ル
族
と
古
来

深
い
関
係
に
あ
り
、
特
に
明
代
以
後
の
場
合
に
つ
い
て
は
改
め
て
こ
こ
に
の

べ
る
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
語
の
地
名
も
多
数
こ
こ
に
は
入
っ
て

お
り
、
そ
れ
ら
は
一
見
チ
ベ
ッ
ト
茸
雲
の
装
い
を
す
ら
帯
び
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
量
器
は
そ
う
し
た
地
名
に
対
し
て
、
こ
れ
を
モ
ン
ゴ
ル
語
に
還
元
し

て
、
合
理
的
な
解
釈
を
以
て
流
麗
決
定
の
有
力
な
手
が
か
り
と
な
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
日
頃
著
者
は
こ
の
地
方
の
史
的
研
究
に
対
し
て
蒙
蔵
語
兼
備
の

重
要
性
を
示
唆
さ
れ
て
来
た
が
、
こ
う
し
て
お
手
本
に
接
し
て
み
る
と
、
改

め
て
身
の
ひ
き
し
ま
る
お
も
い
が
す
る
。

　
第
二
章
は
、
前
章
で
明
か
に
な
っ
た
清
代
の
召
声
・
ラ
サ
問
の
道
程
を
下

図
に
し
て
、
依
代
の
両
漏
精
の
ル
ー
ト
を
考
究
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

確
定
化
に
伴
っ
て
、
青
海
地
方
の
唐
朝
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
諸
城
塞
の
位

鐙
も
同
時
に
決
定
さ
れ
た
。
ま
ず
入
吐
蕃
道
の
起
点
を
な
す
都
州
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
畷
伯
県
と
見
る
民
圏
初
期
の
周
希
武
の
説
（
『
玉
樹
土
司
調
査
記
』
）

に
左
祖
し
、
こ
れ
を
詳
し
く
紹
介
し
、
そ
の
調
査
記
に
逐
一
検
討
を
加
え
て
、

細
石
避
道
の
発
端
に
存
在
す
る
濃
水
上
流
及
び
繭
水
沿
い
の
諸
城
塞
を
定
置

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
際
特
に
興
味
を
呼
ぶ
の
は
、
明
昏
昏
初
に
異

民
族
の
貿
易
地
と
し
て
宮
盛
を
極
め
、
そ
の
後
、
渥
源
・
西
寧
に
繁
栄
を
奪

わ
れ
た
ド
パ
　
（
多
巴
）
の
位
置
の
確
定
で
あ
る
。
そ
の
原
名
も
竃
α
。
嚇
と

決
定
さ
れ
た
。
次
に
、
背
黒
の
開
元
よ
り
天
子
に
か
け
て
吐
蕃
の
青
海
地
方

経
略
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
河
西
九
曲
の
地
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
従
来
必
ず
し

も
親
確
に
決
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
著
者
に
よ
っ
て
マ
ソ
ラ

窯
9
け
同
ρ
川
流
域
に
比
定
さ
れ
た
他
、
そ
の
原
名
も
、
突
豚
碑
文
の
日
o
ρ
島

餌
至
論
と
の
対
比
の
上
で
、
　
モ
ン
ゴ
ル
語
族
吐
谷
渾
に
よ
る
呼
称
囑
貯
ぎ

畑
鼠
日
と
想
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
九
曲
即
ち
マ
ソ
ラ
川
流
域
と
比
定
さ
r

れ
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
従
来
難
解
と
さ
れ
て
来
た
明
末
オ
ル
ド
ス
系
モ
ン

ゴ
ル
の
チ
ソ
サ
ン
・
ホ
ロ
チ
が
拠
っ
た
葬
刺
川
・
捏
楓
川
の
位
置
も
解
決
を

見
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
恭
刺
川
は
右
の
マ
ソ
ラ
川
（
九
曲
）

に
、
捏
合
川
は
そ
の
近
傍
の
レ
プ
コ
ン
ロ
①
σ
ω
閃
○
ぴ
地
帯
と
決
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
著
者
は
周
到
に
も
こ
の
マ
ン
ラ
川
流
域
に
、
清
代
青
海
の
大
ラ
マ
、

チ
ャ
ガ
ソ
ノ
ム
ン
ハ
ソ
の
牧
地
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
を
忘

れ
て
い
な
い
。
以
上
の
例
か
ら
も
分
っ
て
い
た
だ
け
る
と
お
も
う
が
、
一
つ

の
地
名
の
比
定
に
当
っ
て
も
、
著
者
の
視
野
が
常
に
全
心
代
的
に
及
ん
で
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
特
色
で
も
あ
る
。
九
曲
の
位
置
と
併
せ
て
、

黄
河
上
流
の
諸
城
塞
を
こ
と
ご
と
く
定
置
し
た
の
ち
、
著
者
は
、
新
唐
書
地

理
志
に
従
っ
て
入
吐
蕃
道
そ
の
も
の
の
道
程
を
追
跡
、
調
査
し
て
、
ラ
サ
に

到
達
し
、
そ
こ
よ
り
更
に
イ
ン
ド
へ
の
通
路
の
検
討
へ
と
移
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
吐
蕃
・
羊
同
な
ど
の
名
称
・
地
域
の
確
定
か
ら
開
始
し
て
い
る

が
、
吐
蕃
に
つ
い
て
は
、
ロ
ピ
ャ
ー
い
『
。
孤
身
名
ρ
の
対
音
と
見
る
山
口
瑞

鳳
氏
の
薪
説
を
却
け
、
ラ
サ
を
中
心
と
す
る
ウ
イ
O
σ
霧
の
同
義
語
と
し
て

U
げ
口
疑
・
O
び
巳
を
仮
定
さ
れ
た
。
而
し
て
こ
の
U
9
ロ
が
吐
谷
渾
に
お
い

て
月
日
口
ぴ
冒
な
る
形
で
受
容
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
吐
蕃
帖
、
§
竪
．
鳳
き
ミ
四
で

転
写
さ
れ
た
と
な
し
、
ま
た
U
び
巳
の
方
の
系
統
を
引
く
も
の
と
し
て
、
突
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阪
碑
文
の
門
ε
鋒
を
仮
定
し
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
羊
膜
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
を
ヤ
ト
ェ
く
＠
ω
8
鳥
の
対
音
と
み
る
山
口
説
を
批
判
し
て
、
ニ
ャ
ソ
ロ

窯
9
H
o
を
提
唱
し
、
ニ
ャ
ソ
河
流
域
の
ギ
ャ
ソ
ツ
ェ
を
中
心
と
す
る
ツ
ァ

ン
地
方
を
そ
の
区
域
と
す
る
と
さ
れ
た
。
以
上
の
吐
蕃
・
羊
岡
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
批
判
的
見
解
も
既
に
出
さ
れ
て
お
り
（
「
一
九
七
六
年
の
歴
史
学

界
一
回
顧
と
展
望
1
」
チ
ベ
ッ
ト
の
項
、
執
筆
者
長
野
泰
彦
、
『
史
学
雑
誌
』

第
八
六
編
五
号
）
、
特
に
、
そ
こ
に
言
う
、
当
時
の
チ
ベ
ッ
ト
文
献
類
に
は
、

「
中
央
チ
ベ
ッ
ト
を
示
す
U
ぴ
島
・
U
9
ω
嚇
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う

批
判
は
重
大
で
あ
る
が
、
著
者
佐
藤
氏
は
改
め
て
そ
れ
ら
の
呼
称
の
存
在
を

認
め
、
事
例
を
挙
げ
て
自
説
の
補
強
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、
筆
者
の
感
想

と
し
て
、
∪
σ
自
ず
・
∪
び
¢
9
が
古
語
と
し
て
何
時
ま
で
遡
れ
る
の
か
示
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
こ
の
他
、
本
章
で
は
、
薄
縁
を
ブ
ー
タ
ン
の
パ
ロ
、

悉
立
を
チ
ュ
ソ
ビ
漢
谷
、
章
求
抜
を
最
初
チ
ュ
ン
ビ
の
南
西
山
中
、
移
動
し

て
シ
ッ
キ
ム
と
す
る
な
ど
の
新
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
は
、
前
章
で
明
か
に
な
っ
た
唐
墨
に
お
け
る
青
海
湖
東
辺
・
南
辺

の
地
勢
並
に
そ
こ
に
置
か
れ
だ
遅
払
の
諸
城
塞
の
位
灘
に
基
き
、
そ
れ
を
下

図
に
し
て
、
さ
ら
に
晴
代
を
爾
北
朝
に
遡
ら
せ
、
当
時
こ
の
地
方
に
目
覚
ま

し
い
活
躍
を
見
せ
た
吐
谷
渾
の
諸
根
拠
地
及
び
吐
谷
渾
に
対
す
る
階
∵
唐
の

作
戦
路
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
黄
河
の
支
流
の
大
夏
河
即
ち
胆
水

に
関
す
る
軍
畑
注
の
文
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
そ
の
水
系
を
決
定
し
、
次
い

で
、
吐
谷
渾
に
つ
い
て
、
そ
の
王
庭
が
少
く
と
も
三
度
移
動
し
て
い
る
と
し

て
、
そ
の
赤
水
・
莫
何
川
・
伏
倹
城
の
位
置
を
決
定
し
、
併
せ
て
、
吐
埋
葬

の
四
つ
の
重
要
な
根
拠
地
、
い
わ
ゆ
る
四
大
戌
の
位
鐙
も
明
確
に
比
定
さ
れ

て
い
る
。
か
く
し
て
確
実
に
な
っ
た
吐
谷
渾
の
主
要
な
城
塞
の
位
置
を
手
が

か
り
と
し
て
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
唐
の
李
靖
、
晴
の
揚
帝
の
吐
谷
渾
征
討

路
を
解
決
に
導
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
見
え
る
往
古
の
地
名
が
、

尤
も
本
章
ば
か
り
で
な
く
、
本
書
全
体
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、

玉
代
の
チ
ベ
ッ
ト
文
献
『
テ
プ
テ
ル
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
』
の
記
載
と
丹
念
に
対
照

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
本
書
を
明
清
代
青
海
史
研
究
の
上
で
も
不
可
欠

の
文
献
た
ら
し
め
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
明
清
代
史
に
現
れ

る
こ
の
地
方
の
重
要
な
地
名
に
つ
い
て
、
読
者
は
本
書
を
絡
げ
ば
、
往
古
に

遡
る
歴
史
的
沿
革
に
理
解
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
章
は
、
漢
代
青
海
の
主
人
公
で
あ
っ
た
莞
族
の
濡
動
を
解
明
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
、
地
名
・
難
名
を
確
定
す
る
こ
と
が
主
眼
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
後
磐
代
の
焼
楽
莞
の
反
乱
、
次
い
で
先
聖
発
・
東
西
莞

の
反
乱
が
考
察
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
後
単
級
の
諸
莞
族
が
何
処
に
根
拠
地

を
持
ち
、
如
何
よ
う
に
移
動
し
た
か
が
逐
一
確
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
研
究

も
、
第
二
章
及
び
第
三
章
に
よ
っ
て
青
海
の
歴
史
地
理
的
状
況
が
明
か
に
な

っ
た
が
故
に
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
興
味
あ
る
の
は
、
発

莞
の
対
音
の
問
題
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
東
部
チ
ベ
ッ
ト
に
い

た
チ
ベ
ッ
ト
人
の
称
呼
と
さ
れ
て
い
る
切
。
“
を
想
定
し
、
発
嬉
§
ミ
は

切
。
α
に
音
の
上
で
も
完
全
に
一
致
す
る
と
し
て
、
発
莞
を
チ
ャ
ー
層
ξ
芝
㊤

（
古
音
ピ
ャ
ー
）
と
い
う
支
配
者
の
族
名
を
写
し
た
も
の
と
す
る
山
口
瑞
鳳

氏
の
説
を
却
け
て
い
る
。
而
し
て
そ
の
切
。
α
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
℃
財
。
ら

℃
即
「
勇
敢
な
（
漫
々
）
」
を
仮
定
し
て
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
集
団
と
し
て

切
。
α
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。
次
に
、

莞
族
に
つ
い
て
、
遡
っ
て
そ
の
来
源
と
前
漢
代
に
お
け
る
活
動
が
克
明
に
考

察
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
莞
の
対
音
が
や
は
り
興
味
を
呼
ぶ
。
著
者
は

こ
れ
を
チ
ベ
ッ
ト
語
の
財
ξ
g
ひ
又
は
犀
ξ
＝
と
考
え
、
そ
れ
は
人
間
の
集

団
の
意
味
と
さ
れ
る
。
最
後
に
、
本
章
で
は
、
趙
充
国
及
び
漏
重
要
の
画
聖

137 （137）



作
戦
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
軍
路
と
作
戦
が
考
究
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
は
、
如
上
の
考
察
を
基
に
し
て
、
一
転
し
て
面
痩
代
に
下
り
、
古

代
王
国
成
立
後
の
チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
地
名
・
虚
名
を
定
置
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
本
章
は
九
十
頁
を
越
す
大
論
文
で
、
し
か
も
新
に
書
き
下
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
考
察
の
順
序
と
し
て
は
、
（
一
）
先
ず
入
吐
蕃
道
に
沿
っ

て
諸
族
の
位
撹
を
定
め
、
（
二
）
次
い
で
チ
ベ
ッ
ト
王
国
の
軍
制
・
行
政
区
を

考
え
、
（
三
）
さ
ら
に
東
方
地
域
の
諸
族
の
位
澱
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

（一

j
で
は
ま
ず
、
白
蘭
・
多
弥
・
蘇
砒
な
ど
の
諸
勢
の
地
理
的
無
駄
に
つ
い

て
再
検
討
す
る
が
、
多
弥
に
対
し
て
は
、
そ
の
居
住
区
を
ダ
ン
い
雨
装
地
域

に
比
定
し
、
ダ
ン
ミ
い
α
碧
旨
覧
の
対
音
と
し
た
。
蘇
唯
。
り
¢
ヨ
喝
p
に
対

し
て
も
、
　
『
ケ
ー
ペ
…
ガ
ト
ソ
』
の
古
代
王
国
の
組
織
に
関
す
る
記
事
、
特

に
風
食
の
そ
れ
を
精
密
に
分
析
し
て
、
居
住
区
の
四
境
が
決
定
さ
れ
た
。

（
ご
）
で
は
、
同
じ
く
『
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ
』
の
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
地
方
支

配
者
区
域
十
八
区
及
び
千
人
隊
の
記
事
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
所
在
地
を
逐

一
比
定
し
て
い
る
。
以
上
の
（
一
）
、
（
二
）
に
お
い
て
は
、
ト
ゥ
ッ
チ
・
山
口

瑞
鳳
両
氏
に
数
多
の
批
判
を
加
え
、
新
説
が
対
遣
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
三
）
で

は
、
重
書
附
国
伝
及
び
無
煙
文
書
十
二
小
廻
国
表
に
よ
っ
て
、
統
一
直
前
の

チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
少
数
諸
族
の
存
在
と
位
置
を
追
求
す
る
。
階
書
附
国
伝

に
は
、
女
圏
を
は
じ
め
二
十
一
の
諸
族
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
位
澄
と
族
名
を
考
え
、
附
瞬
自
体
に
は
、
吐
蕃
の
前
身
を
比
定

し
、
附
伽
、
黛
は
、
吐
蕃
の
ツ
ェ
ソ
ポ
の
姓
プ
ゥ
ギ
ェ
ル
O
Q
陰
H
σ
q
網
巴
の
ω
℃
β

の
対
音
と
し
た
。
次
い
で
、
同
時
期
の
中
央
チ
ベ
ッ
ト
内
部
の
諸
部
族
の
配

置
を
十
二
小
心
国
表
に
基
い
て
検
討
し
、
す
こ
ぶ
る
合
理
的
な
解
釈
を
導
き

出
し
て
い
る
。
最
後
に
、
当
時
チ
ベ
ッ
ト
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

ツ
ァ
ソ
○
勝
馬
と
ポ
ェ
切
。
α
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
地
理
的
範
囲
に
検
¶

討
を
加
え
、
統
一
王
国
出
現
前
後
ま
で
に
は
、
ニ
ャ
ソ
ロ
の
ツ
ァ
ソ
を
中
心

に
チ
ベ
ッ
ト
全
体
は
ツ
ァ
ソ
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
ポ
丁
エ
族
が
ヤ
ル
ル
ソ
王

朝
を
中
心
に
チ
ベ
ッ
ト
全
域
を
支
配
す
る
と
と
も
に
、
ツ
ァ
ソ
の
総
称
は
ポ

ェ
に
変
り
、
ツ
ァ
ソ
は
現
在
の
ツ
ァ
ソ
の
西
半
の
地
域
に
ま
で
限
定
さ
れ
て

し
ま
っ
た
と
結
論
さ
れ
る
。

　
以
上
、
本
書
の
内
容
の
概
略
を
順
を
追
っ
て
紹
介
し
て
来
た
が
、
地
名
・

揚
名
の
緻
密
な
考
証
に
基
い
た
重
厚
な
諸
論
考
の
集
積
で
あ
る
だ
け
に
、
ど

の
程
度
紹
介
し
得
た
か
至
っ
て
心
も
と
な
い
。
そ
も
そ
も
「
地
名
の
確
定
な

く
し
て
は
歴
史
の
研
究
は
進
展
し
な
い
」
　
（
三
頁
）
と
す
る
著
者
の
踏
面
か

ら
、
こ
の
面
に
お
び
た
だ
し
い
精
力
を
傾
注
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
古

代
王
濁
と
そ
れ
に
い
た
る
チ
ベ
ッ
ト
族
の
歴
史
像
を
見
事
に
浮
び
上
ら
せ
る

こ
と
に
成
功
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
考
証
の
成
果
の
一
つ
一
つ
は
附
図
七

厘
と
な
っ
て
具
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
詳
密
さ
に
お
い
て
前
人
未

到
で
あ
り
、
し
か
も
漢
か
ら
清
ま
で
及
ぶ
と
あ
っ
て
は
感
嘆
の
他
な
い
。
愚

老
が
そ
の
研
究
の
対
象
を
全
時
代
的
に
選
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
は
い
か
に
も

効
果
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
清
初
の
シ
ル
ゴ
ル
ω
得
鋼
9
河
を
解
明
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
薬
の
賜
支
（
析
支
）
水
を
決
定
に
灘
き
、
ひ
い
て
は
唐

船
の
樹
職
漁
も
定
置
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
広
い
研
究
視
野

が
本
書
を
成
さ
し
め
た
一
つ
の
鍵
で
あ
ろ
う
。
次
に
は
、
繰
返
し
に
な
る
が
、

著
者
の
諸
唱
導
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
で
あ
ろ
う
。
特
に
モ
ン
ゴ
ル
語
に
対

し
て
は
讃
嘆
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。
唐
代
の
火
非
川
を
検
討
し
て
、
　
『
大
清

一
統
志
』
の
塩
河
を
想
起
し
、
両
者
を
闘
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
大
非

川
の
対
音
を
U
㊤
び
器
借
帆
。
巳
と
仮
定
す
る
こ
と
す
ら
な
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
対
音
の
方
法
は
、
唐
代
の
中
国
語
に
現
代
モ
ン
ゴ
ル
語
を
あ
て
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御書

は
め
る
と
い
う
意
味
で
は
言
語
学
的
に
は
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
か
も
し
れ
な
い

が
、
塾
代
の
モ
ン
ゴ
ル
語
音
の
復
元
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
許

容
さ
る
べ
き
方
法
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
逆
に
著
者
の
方
法
に
よ
っ

て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
音
復
元
の
た
め
の
資
料
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

　
本
書
は
こ
れ
ほ
ど
の
巨
柵
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
に
よ
く
校
正
が
行

き
届
い
て
い
て
、
謹
厳
な
著
者
の
性
格
を
髪
髭
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
気
が

つ
い
た
誤
植
ら
し
き
も
の
は
わ
ず
か
二
、
三
に
す
ぎ
な
い
。
敢
て
指
摘
す
れ

ば
、
↓
①
日
①
σ
Q
①
旨
犀
蕊
郁
σ
q
郎
μ
（
二
六
・
一
二
六
・
五
二
百
ハ
）
は
門
①
白
。
σ
q
o
訂
閥
ε
β
σ
q
口

に
、
く
言
。
。
ぢ
②
げ
口
（
三
一
頁
）
は
磯
冒
σ
q
ω
ぐ
Φ
ぴ
¢
に
、
o
Q
ε
降
覚
昏
霞
山
σ
q
O
轟

唱
ρ
（
第
一
図
）
は
Q
Q
8
ぴ
算
財
。
目
畠
σ
Q
8
℃
p
で
あ
ろ
う
。
ま
た
第
七
代
ダ
ラ

イ
ラ
マ
の
道
程
の
内
（
七
四
頁
）
、
ナ
ク
チ
ュ
と
バ
プ
ロ
ソ
の
間
に
じ
d
o
げ
餌

導
ρ
炉
障
餌
ω
（
モ
ン
ゴ
ル
訳
〔
乾
隆
一
二
十
二
一
一
七
六
七
年
庸
兀
成
〕
　
切
q
ρ
山

き
碧
σ
q
口
巴
…
℃
即
詳
押
誤
び
）
が
入
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
に
到
着
し
た

日
、
ナ
ク
チ
ュ
の
部
族
民
約
二
千
人
が
ダ
ラ
イ
に
表
敬
の
た
め
莫
大
な
供
物

を
捧
げ
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
な
お
序
で
な
が
ら
、
バ
プ
ロ
ン
の
次
の
ヤ
ン

ラ
Ω
－
《
ρ
け
目
9
（
七
四
百
ハ
）
　
に
つ
い
て
、
著
雨
着
は
こ
れ
を
○
－
唄
ρ
降
ω
σ
q
O
冨

と
同
一
視
し
、
而
し
て
○
磁
巴
。
。
σ
q
o
冨
に
「
緬
羊
の
頭
の
（
形
を
し
た
）

山
」
（
ω
σ
q
o
を
ヨ
σ
q
o
の
誤
り
と
見
る
）
と
の
釈
義
を
加
え
て
い
る
が
（
一
九

頁
）
、
モ
ン
ゴ
ル
訳
で
は
、
○
歯
騨
ψ
餐
を
国
。
巴
σ
q
占
旨
犀
母
ぢ
あ
「
恩
賜
の

館
」
（
勺
㊤
昌
け
　
回
　
刈
㎝
び
　
　
　
　
　
M
）
と
写
し
て
い
る
（
閾
①
訟
σ
q
1
1
σ
q
虫
ρ
ψ
び
2
汀
晋
嘗
占
1
1
奪

び
僻
）
。
も
し
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
訳
に
従
え
ば
、
ω
σ
q
o
を
ヨ
α
q
O
の
誤
り
と
見
る

必
然
性
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
モ
ン
ゴ
ル
訳
の
是

非
に
つ
い
て
＝
度
御
検
討
願
い
た
い
。

　
以
上
、
至
っ
て
拙
い
紹
介
に
終
始
し
た
が
、
本
書
が
『
古
代
チ
ベ
ヅ
ト
史

研
究
』
と
並
ん
で
、
す
べ
て
の
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
者
の
座
右
の
書
と
な
る
こ

と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
中
国
史
・
内
陸
ア
ジ
ア
史
の
研
究
者
に
と

っ
て
も
必
ず
纈
か
れ
る
べ
き
文
献
で
あ
る
と
信
ず
る
。
幸
い
優
に
七
十
頁
を

越
え
る
非
常
に
懇
切
な
索
引
も
附
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
の
価
値
は
そ
れ

に
よ
っ
て
一
段
と
高
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
終
り
に
、
著
者
の
健
康
と
研
究

の
一
層
の
進
展
を
祈
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
A
5
判
　
四
三
四
頁
　
索
引
七
六
頁
　
付
図
七
葉
　
～
九
七
八
年
五
月

　
　
　
　
東
京
　
岩
波
書
店
　
七
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
立
火
学
助
教
授
　
草
津
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